
アーティスト紹介

作詞：
鮎川めぐみ

京都府人権啓発イメージソング
「世界がひとつの家族のように」
の作詞を担当。中森明菜、
高橋真梨子、夏川りみなど、
数多くのアーティストに作品を
提供。現在は、手話を交えた詩
と歌の朗読による、命の大切さ
をつなぐ活動を行っている。

作曲：
和泉一弥

作曲家・編曲家・音楽プロデュー
サーとして活躍中。
AKB48、HKT48、V6、中森明菜、
ZARD、チェンミンなど、幅広い
アーティストに楽曲を提供。
また、アメリカ音楽界の第一人者
レオン・ラッセルのサウンド
プロデュースも手掛けている。

うた：
フラリーパッド

京都発ウクレレとギターによる
アコースティックデュオ。
ポップで爽やかなサウンドが魅力。
テレビやラジオの番組にも、オリ
ジナル楽曲が多数起用されている。
代表曲に「サマー・シュプール」
「京都タワーにのぼって」など
がある。

イジワルを　されたなら

かなしくて　泣けてくる

キライだと　思ったら

何だかね　さみしくなるよ

そんな時　そんな時

ごめんねと笑った

きみの事　きみの事

やっぱり大好きだよ

(chu chu chu chu chu〜)

 

キミ、キミ、キミ、キミ、キミの

えがおのおくりもの（おくりもの？）

キラ、キラ、キラ、キラ、キラ、キラ

えがおのおくりもの（おくりもの！）

胸に　胸に　胸に　とどいたよ

元気？(元気？) もう大丈夫！

イジワルを　した時も

気持ちはね　モヤモヤだぁ〜

ひとりきり　遊んでも

ちっともね　楽しくないよ

そんな時　そんな時

ごめんねと笑おう

きみがいる　きみがいる

みんなが大切だね

(chu chu chu chu chu〜)

 

今日は、今日は、今日は、今日は

えがおのおくりもの（おくりもの？）

キラ、キラ、キラ、キラ、キラ、キラ

えがおのおくりもの（おくりもの！）

きみに　きみに　きみに　とどけたい

元気？(元気？) もう大丈夫！

こんにちはー！おくりものでーす！

キミを大好きなひとからでーす！

おくりたいのはえがおでーす！

受け取って下さーい！

 

キミ、キミ、キミ、キミ、キミの

えがおのおくりもの（おくりもの？）

キラ、キラ、キラ、キラ、キラ、キラ

えがおのおくりもの（おくりもの！）

胸に　胸に　胸に　とどいたよ

世界中どこまでも

元気？(元気？) もう大丈夫！
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作詞：鮎川めぐみ　
作曲：和泉一弥　
うた：フラリーパッド
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2017 年 3月
京都人権啓発推進会議

2013 年春に誕生した京都府人権啓発イメージソング 「世界がひとつの家族のように」 に続き、 子ども向けの
京都府人権啓発サブソング 「えがおのおくりもの」 が誕生しました。 この曲は、 作詞家の鮎川めぐみさん、
作曲家の和泉一弥さんのお二人により作られ、 京都教育大学幼児教育科に協力いただき、 振付もついており、
地元京都を中心に活動を展開するデュオ、 フラリーパッドが歌っています。
小さな子どもたちに、 やさしい言葉で人を思いやる心の大切さを伝えたい。
この曲には、 そんな思いが込められています。

京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町　
TEL  075-414-4271　FAX  075-414-4268　MAIL  jinken@pref. kyoto. lg. jp

京都人権啓発推進会議
（事務局・京都府人権啓発推進室）

問い合わせ先

「世界がひとつの家族のように」広め隊メンバー募集
大学生を中心に人権イベント運営、合唱等の活動を行うボランティア集団です。
現在、活動メンバーを募集しています！

メンバー
大募集

京都府人権啓発
イメージソング

CD、DVD
http : // www. j inendo. co . jp / sekaigahitotsunokazoku

「世界がひとつの家族のように」の合唱を収録した CD や DVD、
 子ども向けサブソング「えがおのおくりもの」の CDがあります。

CD
CD

DVD

入手方法は
WEBをご覧ください。 検索世界がひとつの家族のように

～「世界がひとつの家族のように」広め隊～～「世界がひとつの家族のように」広め隊～

こんな活動をしています！こんな活動をしています！

「世界がひとつの家族のように」広め隊は、この歌が伝えたい様々な思いに賛同し、人権イベントなどでのPR企画や運営、合唱等の活動を行う大学生中心のボランティアの集まり。市町
村の人権イベントや学校・幼稚園などを訪問し、この歌を多くの方々に歌っていただく中で、身近なところから人権について考えるきっかけになるよう、人権啓発活動を展開しています。

イベント出演

イベントや人権教室では、鮎川めぐみ
さんによる歌と手話のレッスン後、来場
者と一緒に「世界がひとつの家族の
ように」を手話を交えて合唱。広め隊
も手話で参加。

紙芝居上映

思いやりの心などをテーマ
とした鮎川めぐみさん作の
紙芝居「アカショウビン」
「カタモリ桜の木の下で」
の上演。

塗り絵コーナー

世界中の人たちが仲良く
なってほしいという願い
をこめ、世界の民族衣装
を着た人型に色を塗り、
手をつながせてパネルに
貼るコーナー。

人権教室


